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村
で
は
今
年
度
、

く
わ
ち
ゃ
ん
バ
ス
の

利
便
性
を
向
上
す
る

た
め
、
乗
降
口
の
段

差
が
低
い
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
を
購
入

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
く
わ

ち
ゃ
ん
バ
ス
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
と
併
用

し
て
い
た
た
め
、
通

学
時
間
と
重
複
す
る

早
朝
や
午
後
３
時
以

降
は
運
行
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
回

購
入
す
る
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
は
、
く

わ
ち
ゃ
ん
バ
ス
専
用

で
令
和
３
年
度
か
ら

は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
時
間
に
関
係
な
く
、

早
朝
や
午
後
に
運
行

し
ま
す
。

　

増
設
す
る
便
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

現
在
運
行
し
て
い
る
木
曽
病
院
線
・
坂

下
診
療
所
線
も
引
き
続
き
運
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
木
曽
病
院
へ
は
午
前
２

便
、
午
後
２
便
、
木
曽
病
院
か
ら
は
、
午

後
２
便
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
内
と
坂
下
診
療
所
へ
は
午
前

診
療
に
対
応
し
た
２
往
復
に
な
り
ま
す
。

　

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入
に
伴
い
、

時
間
帯
が
重
複
す
る
村
内
循
環
線
（
野

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

　

今
回
導
入
す
る
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
は
、
乗
車
口
の

段
差
が
低
く
、
高
齢
者
な
ど

段
差
が
負
担
に
な
る
人
も
乗

降
車
し
や
す
い
構
造
の
バ

ス
で
す
。
段
差
が
低
い
た

め
、
着
脱
式
ス
ロ
ー
プ
板
で

な
だ
ら
か
な
ス
ロ
ー
プ
を
作

る
こ
と
が
で
き
、
車
椅
子
や

ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
っ
た
ま
ま

乗
車
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
式
扉
で
広
い
開
口

幅
を
確
保
し
、
座
席
や
手
す

り
を
認
識
し
や
す
い
配
色
に

す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
人

が
利
用
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
が
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

尻
・
須
原
線
）
の
一
部
は
減
便
に
な
り
ま

す
。
村
内
の
移
動
は
予
約
制
乗
合
タ
ク

シ
ー
と
く
わ
ち
ゃ
ん
バ
ス
を
合
わ
せ
て
利

用
で
き
ま
す
。

　

時
刻
表
等
は
３
月
下
旬
に
配
布
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
生
活
環
境
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

を
増
便

❶７時台に村内を発車し、 
木曽病院・木曽福島駅に向かう便

7時 30 分頃に野尻（川向）を出発し、木曽病院直
行で８時 40分頃到着します。

❷ ９時台に坂下診療所に向かう便
9時 30 分頃に倉本バス回転所を出発し、村内をま
わり、南木曽駅等を経由して坂下診療所に 10時 30
分頃到着します。

❸  11 時に坂下診療所から 
 大桑村に戻る便

11 時に坂下診療所を出発し南木曽駅等を経由し、
野尻駅に 11 時 30 分頃、終点の大桑村スポーツ公
園に 11時 55分頃到着します。

❹  13 時頃に村内を出発し、 
 木曽病院に向かう便

木曽病院の午後の診察に対応するため、13 時頃に
村内をまわり、木曽病院直行で 14 時 10 分頃に到
着します。

❺ 15 時台に木曽病院から 
上松町内を経由し村内に戻る便

木曽病院の午後の診察に対応し、15 時 30 分頃出発
し上松町内を経由し、須原駅に 16 時頃、野尻駅に
16時30分頃、終点川向に16時45分頃到着予定です。

イ
メ
ー
ジ
図
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村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
年
末
年
始

に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
飲
食
業
、
宿

泊
業
の
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
者

　

村
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
条
件
を
満

た
す
飲
食
業
、
宿
泊
業
の
事
業
者

❶
村
税
、
使
用
料
等
、
村
へ
の
滞
納
が

な
い
こ
と

❷
令
和
２
年
12
月
か
ら
令
和
３
年
１
月

ま
で
の
う
ち
、
各
月
の
売
上
額
ま
た
は

２
か
月
の
売
上
額
の
合
算
が
、
前
年

同
月
の
売
上
額
と
比
較
し
て
20
万
円

以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と
（
開
業
１
年

未
満
な
ど
で
、
前
年
同
月
と
比
較
で

き
な
い
場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
）

※
そ
の
他
条
件
あ
り

給
付
額

　

売
上
減
少
額
の
１
／
２
（
１
店
舗
あ

た
り
30
万
円
を
上
限
）

申
込
期
限

　

令
和
３
年
３
月
17
日
㈬

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

コ
ロ
ナ
対
策

コ
ロ
ナ
対
策

 

飲
食
業
等
支
援

飲
食
業
等
支
援

　

野
尻
新
田
地
区
に
建
設
中
の
村
営
住
宅
は
、
３
月
末
の

完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
名
称
は
「
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ル

あ
ら
た
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

住
宅
は
木
造
平
屋
で
、
１
棟
２
戸
が
２
棟
で
、
計
４
世

帯
が
入
居
で
き
ま
す
。
入
居
者
の
募
集
は
３
月
上
旬
を
、

内
覧
会
は
３
月
下
旬
ご
ろ
を
そ
れ
ぞ
れ
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
後
日
、
回
覧
や
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
生
活
環
境
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

村
営
住
宅
が
完
成
し
ま
す

村
営
住
宅
が
完
成
し
ま
す▼ グランディールあらた　概要

構造・間取り等 設 備 等 戸    数 家    賃

木造平屋建て
２ＤＫ
（洋室：約 8.5 帖、約６帖
  ＤＫ：約７帖）

・オール電化
・上下水道完備
・駐車場２台分

新婚・子育て世帯向け
２棟４戸 月額 35,000 円

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業
は
、

発
電
施
設
の
設
置
に
よ
っ
て
生
じ
た
自

然
環
境
、
生
活
環
境
へ
の
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
に
国
か
ら
当
該
市
町
村
に
交

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
度
は
交
付
金
を
活
用
し
、

次
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

〇
村
民
体
育
館
屋
根
改
修
事
業

３
５
０
０
万
円

〇
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ハ
ウ
ス
改
修
事
業

５
０
０
万
円

〇
大
桑
村
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

栄
養
士
・
保
健
師
人
件
費

８
３
８
万
８
千
円

電
源
立
地
地
域

電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
事
業

対
策
交
付
金
事
業

▲ジョギングハウス
▲建築中の「グランディールあらた」
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文
化
庁
長
官
表
彰　

受
賞

　

栗
山
芳
博
さ
ん
（
野
尻
本
町
２
）
が

文
化
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
屋
根
板
製

作
工
と
し
て
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
保

存
修
理
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
後
進
の

育
成
に
も
努
め
、
文
化
財
保
護
に
多
大

な
貢
献
を
し
た
こ
と
で
受
賞
し
た
も
の

で
す
。

　

栗
山
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
に
栗
山
木

工
有
限
会
社
へ
入
社
し
、
西
本
願
寺
御

影
堂
、
善
光
寺
山
門
、
鹿
苑
寺
舎
利
殿

（
金
閣
寺
）
な
ど
日
本
で
名
だ
た
る

建
造
物
の
改
修
に
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
も
同
社
の
会
長
を
務
め
な
が

ら
現
役
の
職
人
と
し
て
第
一
線
で
活
躍

す
る
一
方
で
、
「
板
へ
ぎ
」
な
ど
の
技

術
の
継
承
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

「
板
へ
ぎ
」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
技
術

は
、
昨
年
12
月
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
伝
統
建
築
工
匠

の
技
」
に
含
ま
れ
て
お
り
、
日
本
を
代

表
す
る
技
術
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

「
身
に
余
る
も
の
を
い
た
だ
き
あ
り

が
た
く
思
う
。
今
後
も
新
た
な
気
持
ち

で
作
業
と
後
進
へ
の
指
導
を
頑
張
り
た

い
」
と
栗
山
さ
ん
は
受
賞
の
感
想
と
今

後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

大
桑
村
古
文
書
自
習
室
の
12
名
が
、

平
成
29
年
度
か
ら
定
勝
寺
納
豆
の
再
現

に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
定
勝
寺
の
和
時

計
か
ら
見
つ
か
っ
た
「
寺
納
豆
也
」
の
古

文
書
を
読
み
解
き
、
そ
れ
に
記
さ
れ
た

寺
納
豆
を
「
定
勝
寺
納
豆
」
と
名
付
け

再
現
す
る
も
の
で
す
。
古
文
書
に
書
か

れ
て
い
た
の
は
、
材
料
と
分
量
の
み
で
製

法
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
発
酵
学
教
授

の
小
泉
武
夫
さ
ん
や
大
徳
寺
塔た

っ
ち
ゅ
う頭
の
住

職
の
前
田
継
道
さ
ん
等
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
試
作
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
に
は
長
野
県
地
域
発
元

気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
し
、
製
造
に

必
要
な
機
材
を
充
実
さ
せ
て
試
作
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
当
時
の
寺
納
豆
に
極

め
て
近
い
も
の
を
再
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

寺
納
豆
は
、
材
料
に
違
い
が
あ
り
ま

す
が
、
か
つ
て
各
地
の
大
き
な
寺
で
作

ら
れ
、
今
で
も
作
り
続
け
て
い
る
寺
も

あ
り
ま
す
。
大
麦
や
大
豆
を
原
料
と
し

た
保
存
食
で
、
ス
ー
パ
ー
で
見
か
け
る

糸
引
き
納
豆
と
は
違
い
、
味
噌
な
ど
に

近
い
醸
造
製
品
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
今
後
も
活
動
を
続
け
、

最
終
的
に
は
製
品
化
し
て
販
売
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
「
定
勝
寺
納
豆
を

ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
、
村
の
名
物
に
し
た

い
。
そ
れ
に
よ
り
地
域
が
活
性
化
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

▲板へぎの作業風景 ▲栗山 芳博さん

定
勝
寺
納
豆
を
再
現

定
勝
寺
納
豆
を
再
現

試作した定勝寺納豆試作した定勝寺納豆

古文書「定勝寺納豆也」古文書「定勝寺納豆也」

大桑村古文書自習室大桑村古文書自習室
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まずは住宅の状態を確認しましょう。
■住宅耐震診断補助
　住宅の耐震安全性の調査及び評価、耐震補強工事の方法を提案します。
　村が診断費の全額を補助し、無料で受けることができます。
対象住宅

　昭和56年５月31日以前に建築工事に着手した一戸建て木造住宅

耐震性が低いと診断された場合は、補強工事をしましょう。
■大桑村既存住宅耐震補強補助金
　上記の耐震診断を実施し総合評点が1.0未満だった場合、その住宅の耐震補強にかか
る経費の一部を補助します。
補助の概要

　補助額： 工事費の1/2以内で限度額100万円  
（対象経費は工事費、設計費及び補強計画に要するものに限ります。）

補助条件
　・ 耐震補強工事を行うことで工事後の総合評点が0.7以上かつ工事前の総合評点を上
回ること 
（これと同等に耐震性能が向上する工事であると評価委員会で認められた工事を含
みます。）

　・工事の発注は住宅の所有者が行います。

　あなたの家は、大地震が起きても安心して暮らせますか。建築基準法により新耐震基
準が定められる前に建てた住宅は、耐震性が低く、大きな揺れに耐えられない可能性が
あります。
　大地震が来ても被害を最小限に抑え、村民の皆さんの財産を守れるよう、村では住宅
の耐震化を促進する取り組みとして、住宅耐震診断補助事業と住宅耐震補強補助事業を
実施しています。
　詳細は問い合わせてください。

▲

お問い合わせ 住民課 生活環境係　℡＊＊５５‐３０８０

大地震大地震へのへの備え備え
～家の強度はどれくらい？～

ステップ❶

ステップ❷
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　２月16日㈫から令和２年分の所得税と令和３年度分の住民税の申告相談が始まります。
　日程や会場は、広報１月号、回覧でお知らせしてありますが、不明な点は問い合わせください。

申告相談のおしらせ

★ 給与所得がある人の場合 
次のいずれかに該当する人 
① 給与所得以外に所得がある人 
②  ２か所以上から給与を受けている人 
（ただし全ての給与を合算して年末調整を受けた人を除く）

　 ③ 年末調整をしていない人　または　年末調整に誤りのある人 
④  所得控除を追加する人 
（医療費控除、寄付金控除、雑損控除、（１年目の）住宅借入金特別控除等）

★公的年金所得がある人の場合
　 　国民年金や厚生年金など公的年金等の収入金額が400万円以下で、公的年金に係る雑所
得以外の所得金額が20万円以下の場合は、確定申告は必要ありません。
　 　ただし、所得税の申告の必要がない場合であっても、還付を受けるためには確定申告が
必要です。

★給与・年金以外の所得がある人の場合
　　農業、営業、不動産、個人年金、譲渡、一時所得、売電などの所得がある人
　　※事前に農業所得を収支計算で報告した人は申告が必要です。

申告が必要な人

申告の際に持参いただくもの
① 役場、税務署からの通知はがき
② 給与、公的年金などの源泉徴収票
③ 印鑑　※口座振替で納税する場合は金融機関の登録印
④ 金融機関の口座番号（申告者名義のもの）
⑤ 給与や公的年金以外の所得がある場合 → 支払調書など収入のわかるもの
⑥  営業・農業・不動産所得のある場合 → 作成した収支内訳書や領収書など 
※農業所得の収支計算書等は事前に提出ください 
※不動産所得のある人は、当該土地建物の地番等のわかるもの

⑦ 所得控除を受ける場合 →  控除に必要な証明書や領収書 
（国民年金保険料、生命保険料、寄附金など）

⑧ 医療費控除を受ける場合 → 医療機関等の領収書と保険金などの補てん額がわかる書類
⑨ 障害者控除を受ける場合 → 障害者手帳や障害者控除対象者認定書
⑩  マイナンバーカード 
※ なお、マイナンバーカードをお持ちでない場合は通知カードと本人確認書類が必要にな
ります。

⑪  利用者識別番号のわかる書類 
※ 利用者識別番号は、税務署より発送されます「確定申告のお知らせハガキ」に記載さ
れております。また、昨年役場会場で申告された人は「利用者識別番号の通知」の控
えをお渡ししておりますので、そちらをお持ちください。
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▲
お問い合わせ　住民課 税務係　℡＊＊５５‐３０８０

【対象になる医療費の要件】
　・ 令和２年１月１日から令和２年12月31日までに、自身が支払ったまたは生計を一緒に

している配偶者や親族のために支払った医療費
　※控除を受ける人の所得により控除額が変わります。
　※インフルエンザなどの予防接種は、「治療」でないため対象になりません。
【準備するもの】
　 　領収書（令和２年中の領収のもの）を受診した人別、医療機関別、薬局別、日付順に整
理して、それぞれの合計金額を出してください。
　 　また、生命保険会社などから医療費を補てんする保険金などを受け取った場合は、受け
取った金額のわかるものをお持ちください。

医療費控除について

◆確定申告会場で実施する新型コロナウイルス感染症対策について
　 　感染拡大防止の観点から、入場の際の検温とアルコール消毒、会場内ではマスクの着用、
こまめな換気などにご協力ください。

◆ご来場に当たってのお願い

▼ 咳・発熱等の症状や体調がすぐれない場合は、来場をご遠慮いただき、別日での申告を
お願いします。

▼ マスクを必ず着用いただき、できる限り少人数でお越しください。

▼ ご来場の際は、入口等でアルコール消毒液をご利用いただくようお願いいたします。

重要なお知らせ

　

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
は
、

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
ま
た

は
使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

売
却
や
譲
渡
な
ど
に
よ
り
車

が
手
元
に
な
い
場
合
で
も
、
３

月
31
日
ま
で
に
名
義
変
更
手
続

き
が
完
了
し
て
い
な
い
と
令
和

３
年
度
も
引
き
続
き
課
税
さ
れ

ま
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

●

自
動
車
の
場
合

松
本
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

℡
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
４
３

●

軽
自
動
車
の
場
合

　

軽
自
動
車
検
査
協
会

長
野
事
務
所
松
本
支
所

　

℡
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
１
８
５
５

●

大
桑
村
ナ
ン
バ
ー
の

車
両
の
場
合

　

住
民
課
税
務
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

自
動
車
の
廃
車
や

名
義
変
更
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

　

村
内
社
会
体
育
施
設
の
年
間
使
用
を

決
め
る
社
会
体
育
施
設
年
間
日
割
会
議

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
施
設
の

年
間
使
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
責
任

者
ま
た
は
代
理
の
人
の
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

日　

程

　

２
月
17
日
㈬　

午
後
７
時
〜

会　

場

　

中
央
公
民
館　

第
２
会
議
室

対
象
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
〜

令
和
４
年
３
月
31
日

年
間
使
用
料

　

各
施
設
１
時
間
の
使
用
料
×
10

※
各
施
設
の
使
用
料
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

そ
の
他

・
年
間
使
用
は
、
村
内
に
住
所
が
あ
る

人
、
ま
た
は
就
業
す
る
人
で
構
成
さ

れ
る
団
体
に
限
り
ま
す
。

・
来
年
度
か
ら
初
め
て
参
加
す
る
団
体

は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
へ
事

前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　

℡
＊
＊
55
‐
１
０
２
０

社
会
体
育
施
設

社
会
体
育
施
設 

 

年
間
日
割
会
議

年
間
日
割
会
議
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犾え
ん
え
ん

舘だ
て
だ
て

　

和
ひ
と
し

ひ
と
し

　

大
桑
村
の
皆
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
。

10
月
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
空

き
家
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
犾
舘　

和
（
え
ん
だ

て　

ひ
と
し
）
と
申
し
ま
す
。
こ
の

大
桑
村
が
気
に
入
っ
て
、
横
浜
市
か

ら
野
尻
に
移
住
し
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
仕
事
の
内
容
は
、
大
桑
村
に
多
く

あ
る
空
き
家
を
利
活
用
し
て
、
村
を

盛
り
上
げ
る
活
動
で
す
。

　

空
き
家
は
、
様
々
な
理
由
が
あ
っ

て
売
れ
な
い
、
貸
せ
な
い
と
い
う
所

有
者
さ
ん
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
先

日
、
そ
う
い
っ
た
方
々
を
対
象
に

『
空
き
家
相
談
会
』
を
須
原
地
区
館

と
野
尻
地
区
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

建
築
士
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
今
後
の
空

き
家
の
活
用
に
つ
い
て
一
歩
踏
み
込

ん
だ
話
し
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
空
き
家
相
談
会
は
今
後
も

開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
桑
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

は
、
従
来
か
ら
役
場
が
運
営
す
る
「
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
」
が
あ
り
ま
す
。
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
は
、
村
内
は
も
ち
ろ

ん
、
全
国
の
方
が
閲
覧
す
る
ペ
ー
ジ
で

す
。
掲
載
す
れ
ば
多
く
の
問
い
合
わ
せ

が
来
ま
す
し
、
実
際
に
売
買
が
成
立
す

る
ケ
ー
ス
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
現
状
は
村
民
の
皆
さ
ん
の
活
用
度

合
い
が
い
ま
ひ
と
つ
の
状
況
で
す
。
こ

の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
、
私
が
空
き
家
の
間
取
り
や
家
の
中

の
状
態
、
そ
の
空
き
家
の
売
り
ポ
イ
ン

ト
、
傷
ん
で
い
る
と
こ
ろ
な
ど
詳
細
を

紹
介
す
る
ブ
ロ
グ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
こ
の
２
つ
を
中
心
に
業
務
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
落

ち
着
い
た
ら
、
村
民
の
皆
さ
ん
、
ま
た

は
県
外
の
移
住
希
望
者
へ
の
空
き
家
ツ

ア
ー
な
ど
を
企
画
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
県
外
へ
出
て
の
移
住
者

へ
の
説
明
会
も
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
空
き
家
相
談
会
に
限
ら
ず
、

空
き
家
に
つ
い
て
の
ご
相
談
が
あ
れ
ば

い
つ
で
も
可
能
な
限
り
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

（
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

h
ttp
://w

w
w
.vill.o

o
ku
w
a
.

nagano
.jp
/m
ain/kurashi/

sum
ai/akiya/akaki.htm

l

▼
長
野
県
大
桑
村
の
空
き
家
情
報

（
犾
舘
さ
ん
が
運
営
す
る
ブ
ロ
グ
）

h
ttp

s://a
k
iy
a
-o
o
k
u
w
a
.

b
lo
gsp

o
t.co

m
/

犾
えん

舘
だて

和
ひとし

さん

▲空き家相談会の様子

　

大
桑
中
学
校
２
年
生
が
、
竹
を
加
工

し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
、

村
内
に
設
置
し
ま
す
。
こ
れ
は
村
内
で

の
「
木
曽
路
氷
雪
の
灯
ま
つ
り
」
が
中

止
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
の
川
内
智
保
子
さ
ん
が

企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

完
成
後
、
中
学
校
で
点
灯
式
を
行
い
、

村
内
駅
舎
、
郵
便
局
、
道
の
駅
へ
設
置

し
ま
す
。
２
月
27
日
㈯
〜
３
月
28
日
㈰

に
点
灯
す
る
予
定
で
す
。
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
日

程
等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

竹
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

竹
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

 

を
設
置
し
ま
す

を
設
置
し
ま
す▲竹イルミネーション制作の様子
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保健センター保健センター
TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）

mail mail cent@vill.ookuwa.nagano.jpcent@vill.ookuwa.nagano.jp

保健センタ保健センターー
だよりだより

栄養士　松尾 栄養士　松尾 竜太竜太

　

皆
さ
ん
は
健
康
診
断
を
受
け
て
い
ま

す
か
？

　

健
康
診
断
は
自
分
の
身
体
の
様
子
を

知
る
た
め
の
有
効
的
な
手
段
で
す
。
昨

年
８
月
に
は
集
団
健
診
が
実
施
さ
れ
、

３
５
８
名
が
受
診
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
を
お
伝
え
し
ま
す
。

基
本
健
診
（
20
歳
〜
39
歳
）

20
歳
〜
39
歳
が
受
診
で
き
る
健
診

で
、
36
人
が
受
診
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
値
が
基
準
値
よ
り
高
く
保
健
指
導

が
必
要
な
人
は
、
下
表
の
と
お
り
で
し

た
。
40
代
未
満
は
、
食
べ
過
ぎ
や
運
動

不
足
等
の
生
活
習
慣
の
乱
れ
が
続
い
て

も
、
身
体
の
無
理
が
効
き
ま
す
。
し
か

村
の
健
診
受
診
状
況

　

村
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
そ
れ

ら
が
進
行
し
て
発
症
す
る
脳
血
管
疾
患
、

心
疾
患
な
ど
の
重
い
病
気
を
防
ぐ
た
め

に
健
康
診
断
の
受
診
勧
奨
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
の
特
定
健
診

受
診
率
は
56
・
６
％
で
、
村
が
目
標
と

す
る
60
・
０
％
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

令
和
３
年
度
の
各
種
健
康
診
断
は
、

２
月
中
に
配
布
予
定
の
「
令
和
３
年
度

各
種
検
診
等
の
申
込
み
に
つ
い
て
」
を

確
認
し
、
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
自
身
の
健
康
の
た
め
に
、
年
に

１
度
の
健
康
診
断
を
受
け
て
、
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

後
期
高
齢
者
健
診
（
75
歳
以
上
）

75
歳
以
上
で
要
介
護
３
未
満
の
人
が

受
診
で
き
る
健
診
で
、
１
２
６
人
が
受

診
し
ま
し
た
。
受
診
者
の
約
87
％
が
、

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
等
の

生
活
習
慣
病
に
よ
り
既
に
定
期
受
診
中

の
人
で
し
た
。

　

後
期
高
齢

者
は
、
治
療

中
の
病
気
が

あ
れ
ば
定
期

受
診
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、

脳
血
管
疾
患

や
心
疾
患
な

ど
の
重
い
病

気
を
予
防
す

る
こ
と
が
大

切
で
す
。
特

に
要
介
護
と

認
定
さ
れ
て

い
る
人
の
約

４
割
が
脳
血

管
疾
患
や
心

疾
患
、
腎
不

全
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る

と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
り
ま

す
。
介
護
予
防
の
た
め
に
定
期
的
に
健

診
を
受
け
、
自
身
の
身
体
の
状
況
を
把

握
し
て
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
し
ま

し
ょ
う
。

健
康
診
断

健
康
診
断
の
結
果
か
ら

の
結
果
か
ら

し
、
血
管
の
中
で
は
、
加
齢
と
と
も
に

様
々
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
健

診
結
果
に
基
準
を
超
え
た
値
が
あ
る
と
、

血
管
の
中
の
環
境
は
悪
化
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
継
続
的
に
健
診

を
受
け
、
自
身
の
身
体
を
把
握
し
ま

し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
特
定
健
診

（
40
歳
〜
74
歳
）

40
歳
〜
74
歳
の
特
定
健
診
で
は
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
１
９
６

人
が
受
診
し
ま
し
た
。
特
定
健
診
は
内

臓
肥
満
か
ら
起
こ
る
生
活
習
慣
病
の
予

防
が
目
的
で
す
。

　

健
診
の
結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
が
９
・
２
％
、
予

備
軍
の
該
当
者
は
８
・
２
％
で
し
た
。

下
表
を
見
る
と
、
特
に
糖
尿
病
の
指
標

の
１
つ
で
あ
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ンA

1c

は

年
代
を
重
ね
る
ご
と
に
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年
代
は
、
生
活
習
慣
の
乱
れ
が

原
因
で
、
生
活
習
慣
病
に
か
か
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
は
自
覚
症
状
が
出
に
く
い
た
め
、

健
診
で
身
体
の
状
態
を
確
認
し
、
正
し

い
生
活
習
慣
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

検査項目 20歳～39歳 40歳代 50歳代 60歳代 75歳～

ヘモグロビンA1c 16.7% 10.0% 33.3% 54.3% 62.7%

血　圧 11.1% 50.0% 22.2% 67.9% 43.7%

LDLコレステロール 33.3% 33.3% 61.1% 54.3% 44.4%

各検診で基準値以上の人の割合
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り
ま
す
。
２
月
末
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
未
発
行
の
住
民
を

対
象
に
、
国
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

付
き
の
申
請
書
が
配
布
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

制
度
の
詳
細
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
専
用
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
か
、
役

場
危
機
管
理
係
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問  

大
桑
村
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
＊
＊
55
‐
４
０
０
３

　

先
日
配
布
し
た
「
令
和
３
年

度
各
種
検
診
等
申
込
み
に
つ
い

て
」
を
、
次
の
よ
う
に
訂
正
し

ま
す
。

誤
令
和
３
年
３
月
３
日
㈭
…

正
令
和
４
年
３
月
３
日
㈭
…

問   

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

松
本
地
域
事
務
所

℡
０
２
６
３
‐
36
‐
２
７
８
７

受
付
期
間

○
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

　

３
月
１
日
㈪
〜
４
月
28
日
㈬

○
第
１
回
一
般
曹
候
補
生

　

３
月
１
日
㈪
〜
５
月
11
日
㈫

○
自
衛
官
候
補
生

　

年
間
を
通
じ
て
受
付

問  
木
曽
保
健
福
祉
事
務
所

℡
25
‐
２
２
１
８

　

令
和
３
年
度
長
野
県
シ
ニ
ア

大
学
「
木
曽
学
部
」
の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

　

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
は
、
シ

ニ
ア
世
代
の
多
様
な
生
き
方
や

価
値
観
、
地
域
性
を
大
切
に
し

な
が
ら
自
ら
地
域
の
課
題
に
気

づ
き
、
学
習
を
通
し
て
社
会
参

加
活
動
の
き
っ
か
け
を
つ
か

み
、
卒
業
後
、
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
地
域
と
関
わ
る
人
材

を
育
む
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

２
月
１
日
㈪
〜
３
月
31
日
㈬

対
象
者

　

概
ね
50
歳
以
上
の
人

講
座
日
数

　

年
間
19
日

会　

場

　

木
曽
合
同
庁
舎

講
義
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分

授
業
料

　

１
万
２
千
円

内　

容

〈
教
養
講
座
〉

　
一
般
教
養
、
移
動
講
座

〈
社
会
活
動
講
座
〉

　

社
会
参
加
活
動
実
践
講
座

〈
実
技
・
選
択
講
座
〉

　

書
道
、
短
歌
、
俳
句
、
盆

栽
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど

募
集
案
内

　

募
集
案
内
お
よ
び
入
学
願
書

は
福
祉
健
康
課
福
祉
係
、
教
育

委
員
会
、
野
尻
地
区
館
に
あ
り

ま
す
。

○
予
備
自
衛
官
補

（
一
般
及
び
技
能
）

　

１
月
６
日
㈬
〜
４
月
９
日
㈮

採
用
時
期

○
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

　

令
和
４
年
３
月
中
旬
〜

４
月
上
旬

○
一
般
曹
候
補
生

○
自
衛
官
候
補
生

　

令
和
４
年
３
月
下
旬
〜

４
月
上
旬

○
予
備
自
衛
官
補

　

令
和
３
年
７
月
以
降

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問  

総
務
課
危
機
管
理
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
連
携

さ
せ
る
こ
と
で
、
５
千
円
分
の

ポ
イ
ン
ト
を
受
け
ら
れ
る
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
受
付
期
限

が
、
令
和
３
年
９
月
末
ま
で
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制

度
を
利
用
す
る
に
は
、
３
月
末

ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
発
行
申
請
を
す
る
必
要
が
あ

問   

長
野
県
行
政
書
士
会

松
本
支
部

℡
０
２
６
３
‐
33
‐
７
１
６
６

　

長
野
県
行
政
書
士
会
松
本
支

部
で
は
、
次
の
日
程
で
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時

　

２
月
21
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
事
前
予
約
が
可
能
で
す
。

会　

場

　

木
曽
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

３
階　

和
室

相
談
内
容

　

相
続
手
続
、
遺
言
手
続
、
贈

与
手
続
、
経
営
状
況
分
析
、
農

地
転
用
手
続
、
廃
棄
物
収
集
運

搬
、
賃
貸
借
・
売
買
等
各
種
契

約
書
作
成
な
ど

そ
の
他

　

別
の
日
程
、
会
場
（
中
信
地

区
の
各
地
）
で
も
開
催
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
等
申
込
み

訂
正

自
衛
官
等
募
集

シ
ニ
ア
大
学

学
生
募
集

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度

期
間
延
長

行
政
書
士

無
料
相
談
会

情報掲示板情報掲示板

▲  マイナポイント
専用サイト
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まなびましょう
マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020

の行事予定
1 月 まめ健康教室　10：30～（村民体育館）

2 火 健康教室（野尻地区館）

3 水
4 木 胃・大腸がん検診　７：00～（保健センター）

らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

5 金 胃・大腸がん検診　７：00～（保健センター）

6 土 なんでも体験わくわく隊

7 日
8 月
9 火 健康教室（野尻地区館）

10水 ゴールデンシューの日　13：30～
 （スポーツ公園）

11木 胃・大腸がん検診　７：00～（野尻地区館）
らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

12金 胃・大腸がん検診　７：00～（野尻地区館）

13土
14日
15月
16火 健康教室（野尻地区館）

17水 小学校卒業式

18木 中学校卒業式
らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

19金
保育園卒園式
もの忘れ相談　 ９：00～（野尻地区館）
なんでも相談　12：00～（野尻地区館）

20土
21日
22月
23火 健康教室（野尻地区館）

24水
25木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

26金
27土
28日
29月
30火 健康教室（野尻地区館）

31水

33月

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 3、10、17、24
英 会 話 ② 19：30 3、10、17、24
手 話 ① 19：00 4
日 本 語 ⑦ 10：00 休み
押 し 花 ② 10：00 17(雪の場合は休み)
パ ッ チ ワ ー ク ① 9：30 10、24
レザークラフト ① 9：30 2、16
陶 芸 ④ 10：00 26、27
Wakuラク♪手作り倶楽部 ② 10：30 休み
コール・マルベリー ② 19：30 4、11、18、25
ヒ ノ キ 三 味 線 ① 19：00 2、16、30
詩 吟 大 桑 ⑥ 13：00 2、9、16、23、30
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 13：00 9、23
リフレッシュヨーガ ① 19：00 3、10、17、24
ヨ ガ ② 14：00 13、27
あ ゆ み 整 体 ① 19：00 休み
フラダンス〈昼〉 ③ 13：30 1、8、15
フラダンス〈夜〉 ③ 19：30 2、9、16
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 6、20
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 13、27
池 坊 仙 堂 会 ③ 13：00 9、23
笑 い ヨ ガ ② 13：30 25

①中央公民館、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、⑦その他

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　※ 新型コロナウイルスの状況により中止になる可能性
があります。

3月
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木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

表
紙
に
よ

て
せ

３月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
7日㈰ 大脇医院（上松町） 52-2023
14 日㈰ 木曽ひよし診療所（木曽町日義） 26-2001
20 日㈯ 奥原医院（木祖村） 36-2264
21 日㈰ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678
28 日㈰ 王滝村診療所（王滝村） 48-2731

村の人口
1,549 世帯

（前月比＋３世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 １ ３ ４
死　　　亡 ３ １ ４
転　　　入 ２ ５ ７
転　　　出 ２ ６ ８
総　人　口
（前月比）

1,734
（－２）

1,832
（＋１） 

3,566
（－１） 

（２月１日現在・住民基本台帳登録人数）

１月４日　狼煙揚げ

１月 17日　どんど焼き（須原地区）

　
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
、
大
桑
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
凧
揚
げ
を

行
い
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
飛
行
機
や
ハ
ー
ト
模
様
な
ど
の
絵

を
描
い
た
凧
を
揚
げ
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
凧
揚
げ
に
も
っ
て
こ
い
の
風
が
吹
い
て
お
り
、
中

に
は
高
く
揚
が
り
す
ぎ
、
先
生
か
ら
撤
収
の
声
が
か
か
っ
て
も

凧
を
降
ろ
す
こ
と
が
出
来
ず
困
り
顔
に
な
っ
て
し
ま
う
園
児
も

い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
家
で

凧
を
作
っ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
取
れ
る
公
園
で
揚

げ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

１月 23日　立志式

１月のできごと

１月 10日　どんど焼き（大島地区）

発
行

／
大

桑
村

　
399-5503 長

野
県

木
曽

郡
大

桑
村

大
字

長
野

2778
　

　
　

　
　

　
　

TEL  0264-55-3080　
FAX  0264-55-4134

　
　

　
　

　
　

　
H  P  http://w

w
w

.vill.ookuw
a.nagano.jp/

　
　

　
　

　
　

　
m

ail  info@
vill.ookuw

a.nagano.jp
印

刷
／

木
曽

オ
ー

ル
プ

リ
ン

ト
株

式
会

社
広
報
お
お
く
わ
N
o.556

  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

令
和
３
年
２
月
10日

発
行


